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研究の背景

• 藤塚、森(1943)により「孫子の組織」として研究された、

• 組織の存続を確実にする普遍的法則

• 広範囲の説明を可能にする孫子13篇の知的枠組みを対象



研究の目的

•「孫子の組織」の重層的脈絡と循環的推
論から生まれる洞察力と説明力を発展

•戦いの因果関係を説明し、理由や意味を
理解可能な文脈におく

•ある国がある行動をとった原因と理由を
知る。

•紛争防止の一般的理論の探求と仮説構築
に役立てることを目的。



研究の目標

•仮説

「中央篇(第7軍争篇)を中心に対称配置さ
れた謀攻篇と九地篇に呼応関係が存在、
孫子全体の重層的な脈絡と循環的な推論
の意味が通じ、全貌が浮かび上がる構造
がある」

を検証する。



方法論(1)

• 孫子13篇のオントロジー的立場(Ontological 

Commitment)から、漢語原文(十家注系統今本)の
読み下し文を対象に論理構造を分析

• 論理構造分析は、第5節V型推論アルゴリズム

(読み進め方)による論理的解釈、

• 第6節W型推論アルゴリズムによる論理的解釈に

反映する。

• Ontological Commitmentを明らかにする:

現実世界において孫子13篇が存在を仮定するもの
。



方法論(2)

• オントロジー

「孫子が対象世界をどのように眺め、何が存在すると見なし
、基本概念と概念間の関係を記述したもの(情報を組織化す
る構造)」として定義し(固有の性質や個物の相互関係は含ま
ない)、

• 孫子13篇のオントロジー的立場(Ontological Commitment)

• 謀攻篇の因果法則により九地篇の行動を説明し、理論が正
しいかを検証するVerification。

• 謀攻篇の因果法則と照合し、九地篇の行動が有効であるこ
とを実証するValidationの関係。

•前後篇が互いに呼応し、相互の意味と立体的な脈絡が浮き
彫りとなる構造を論理的に解釈する。



孫子13篇の構造の分析
システム思考モデルによる検証
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から観た構造の分析

謀攻篇・九地篇のテキストの設定

V型推論アルゴリズムによる解釈

W型推論アルゴリズムによる解釈

Ontological Commitment

から観た検証結果の確認

歴史的事例の比較観察

論文の構成と内容
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研究の思考過程 検証の結果と考察

V型推論アルゴリズム(読み進め方)により、
謀攻篇の因果的推論から九地篇の記述的
推論が説明され、九地篇の記述的推論
から謀攻篇の因果法則を深く学び理論の
検証が可能となる。軍争篇を中心に対称に
分離配置された謀攻篇と九地篇に呼応関係
が存在し、意味が浮かび上がる構造がある

実際の作戦事例から
背景条件を推論

孫子の組織との
関連性を洞察

孫子13篇の
ウォーターフォール型
思考過程の確認

①経時的意思決定の
V型推論アルゴリズム
②長期展望を俯瞰する
W型推論アルゴリズム

孫子13篇の構造と
仮説の導出

論理的解釈と検証手順の設定
【検証テキスト】
謀攻篇と九地篇の

内容と呼応関係の分析

謀攻篇の質的研究と九地篇の
量的研究の相互補完の関係を確認

「古文孫子正文」(桜田本)を校勘資料
に加え論理的解釈の一致を確認

論理的解釈
に反映

「孫子の組織」が現実世界で存在を仮定する、基本
概念と概念間の関係、隠された論理構造、対象世界
の理解を可能とする構造(オントロジー)を分析する

謀攻篇の因果法則から九地篇
の行動を確認し、孫子の理論
が正しいかを検証する
Verificationと、謀攻篇の因果
法則と照合して、九地篇の行
動が有効であることを実証す
るValidationの重層的な脈絡
と循環的な推論が確認できる



哲学的根拠

• 存在論的観点 孫子13篇の論理分析

• 認識論的観点 システム思考の枠組

• 言語論的観点 オントロジー言語分析



論理的解釈と検証手順



オントロジーの源泉と方法論



結 論

•孫子 13篇の科学的研究の定義として
KKV(King, Keohane, Verba, (1994))基準適用

①目的を推論におき、

②明示的で体系的な手法に従って推論

③結果の不確実性を評価し

④用兵の法と呼ばれる一連の推論のルール

を厳守する構造(科学性)が確認出来る。

•占いや宗教が強い影響を持った時代に、

「孫子の組織」は優れて合理的に理解出来る
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